
2．検　査

2．1　検査の概要

　本橋は定期点検で異状が発見された。適切な対策を施し、健全な状態に戻す必要がある。

従って、橋梁の状況を的確に把握する上で以下の検査を行った。なお、検査に先立ち、検

査に必要な足場を設置した。

2．1．1　予備検査

　予備検査は、詳細検査に先立ち、損傷の全体的な把握を目的に実施されるものであり、

主に目視により行った。この場合、詳細検査時の損傷の箇所数、位置、適用測定機器の選

定、測定人数等も決定する。

　今回実施した予備検査の概要は次の通りである。

（1）塗装面の異状

（2）亀裂の検査

（3）腐食の検査

発生位置、部位

部位、位置、腐食状況（全面か孔食か）

　以上の予備検査結果より、本橋に発生した変状は主に疲労損傷が問題になっていること

が判明した・変状の種類、部位及び位置を図2．1．1に示す・なお、亀裂については、

①亀裂の発生位置（ビート止端、ルート部）②変状の原因となりうる周辺の状況等を着眼

点として確認した。

2．1．2　詳細検査

　詳細検査は、予備検査で発見された変状で、特に目視では判定不能な亀裂や損傷の状態

を具体的かつ定量的に把握する目的で実施されるものであり、必要に応じて測定機器を使

用した。この検査結果により原因の究明、対策の方法、時期及び範囲を決定した。

今回実施した詳細検査の概要は次の通りである。

（1）亀裂の検査 非破壊検査手法を用いて亀裂の発生位置、大きさ及び方向

（2）腐食量の検査・ 板厚測定、腐食の範囲
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1．局部的疫労損傷

　　①主桁と分配横桁の交差部に生じた亀裂

　　②主桁の腹板ガセット溶接部の亀裂

　　③水平補剛材端部（腹板と水平補剛材の溶接部）

　　④ソールプレート端部に生じた亀裂

　　⑤端対傾橿のガセットの伍裂

　　⑥分配横桁切欠き部に生じた亀裂

　　⑦横桁を連結した垂直補剛材接合部に生じた亀裂

・図2．1，1　検査位置における変状
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2．2　検査体制

2．2．1検査体制

　　　今回の検査の体制を下図に示す。

　　　　　　　　　　　　　　　國

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　検査員i　　轡

　　　　　　　　幽

　　　また、検査に関わる検査員の人数と職務を参考として選に示す。

　　　　　　盟⊥検査員の人数と職務

職　　務

検査主任 1 検査の全体計画を作成し、検査結果を基に考察を行う者

であり、主任技師相当の業務経験を有する者。

検査員 2 検査作業を統括し、安全管理に留意して、検査補助員と

の連絡を緊密にして検査を実施する者であり、技師B相

当の業務経験を有する者。

検査補助員 2 検査員の指示により検査作業の補助を行い、損傷のスケ

ッチや写真撮影などの記録を行う者であり、技師C相当

の業務経験を有する者．

特殊検査員 2 損傷の定量的な把握を行う者であり、非破壊検査の試験

機器の取扱いに精通している者（日本非破壊検査協会の

2種以上の資格を有する者相当）．

関係検査員合言 7
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2．2．2使用機器

今回の検査に使用する機器を以下に示す。

　　　　翅設備および使用機器

種　　類 設備および使用機器

検査設備 全面足場（18m×40m＝720㎡）

照明設備 発電機　2KVA×1台

ランプ　200W×（15＋2）コ、コードリール　50m×6コ

非破壊検

査機器

携帯式渦流探傷試験器一式、塗膜厚計

磁粉探傷および超音波探傷試験器一式

その他 梯子、カメラ、ストロボ、フイルム、黒板、チョーク、

マジック、電動サンダー、ワイヤブラシ、ウェス等

なお、参考として足場の設置状況を図2．2．1に示す。
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2．2．3検査工程

2．2．3 工

項目　　日数 1　2　3　4　5　6　7　8　910111213141516171819202122232425262728293031

打合せ

作業計画

足場設置撤去

足場設置期間

予備検査

詳細検査

　現地検査

データ整理

報告書作成
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2．3検査要領

2．3．1検査の全体要領

　本検査は予備検査においてピックァッブされた検査箇所について損傷の有無の再確認

およびその損傷程度を定量的に評価するために行った．

　各損傷ごとの損傷程度を定量的に評価するために必要な計測項目をまとめた結果を」直

2．3．1に示す．また、各損傷ごとの検査項目について満足する詳細検査方法を表2．

3．2に示す．

表2．3．1損傷項目と計測項目

損傷項目
計測項目

目視による有無 異常音 一
長 さ 幅 醸 厚さ 深さ

鋼材の腐食・欠食 O O O O O O
鋼材の亀裂 O O O O

表2．3．2損傷項目と検査手法

損傷項目

詳細検査

目視検査

（VT）

寸法1瀬II

（スケール他）

板厚計測一

（板厚計他）
麟
（UT）

磁扮探傷

（MT）
鵬
（PT）

鵬
（ET）

鋼防¢腐食・欠食 O O O
溶接部表面大陥 O O O
亀裂長さ O O O ○ O O
亀裂深さ O

2．3．2検査部位

　検査における鋼材の亀裂および腐食についての検査部位を図2．3．1と表2。3．3に

示す．

2．3．3検査手順

　各検査項目での検査手順およびその検査要領を鋼材の亀裂にっいて表2．3．4に、腐

食について灘に示す．また、現場において非破壊検査を適用するときの検査条

件を表2．3．6に示す．
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一位（製参解）
検　　査　　部　　位

検査対称損傷項目

亀裂 腐食 部材変形 H．T．B欠落

④
主
桁
一
般
部

①上フランジ O 』
O

②ウエブ O O
③下フランジ O O
4　水平補剛材 O
⑤鉛直嗣r材 O O
⑤上フランジとウエブ溶伽隅 O
⑦下フランジとウエプ溶陥 O
⑧ウエブ舗剛材潮郷 O O
⑨リブとフランジ・ウエブの溶1節 O
⑩主桁添援部 O O

⑧
　
対
　
傾
　
構
横
構
横
一
桁
般
部

⑪上下3嬬及び斜材 O O
⑫上フランジ、 O O
⑭ウエブ O O
⑭下フランジ O 0
⑭砒升及ぴ斜材、下弦材との溶書螂 O
⑩補剛材及ぴフランスウエプとの1割螂 O
⑰上フランジとウエブの溶1鱗部 O ○

⑯下フランジとウエブの渚1鱗部 ○ O
⑱樹if添接郎 O O
⑳横構 O O

◎
　主
　桁
取と
△対
呈傾
部樹

⑪主“f上フランジとウエブ潮聯 ○ O
⑳取合鉛直鵬帽と上フランジ、ウエブ溶1邸 O ○

⑳取合鉛直胆肱上下部》 ○ ○ O
⑭対燃ガセ升 O O ○

⑮対艦ガ畑トと上弦材、紺備書螂 ○ ○

⑯取合鑓瓶r琳との1繊茜5 ○ ○ O
◎
　主
　桁
取と
△対
吊傾
部構

⑰下フランジとウエプ溶1郷 ○ ○

⑳側肋畑トとウエブ溶接部 ○ O

⑳対灘赴骨 ○ O ○

！、

㊥2　対傾構ガセットと下弦材溶援郡 ○ ○

二妙取合鉛直1焔腓との添1聯 ○ ○ 0
⑫取舗剛材とウエブ溶1聯 O ○

⑤　主

　桁
横と
桁
取
合
部
一
　
　
『

⑬蜥上下フランジとウエブ澱E6 ○ ○

＠取合1欄材と上下フランジ、ウエブ潮照 ○ O
’
～
⑲ 1取合鉛直陥！財・リブ ○ O ○

！r’

・匹ノ　横桁仕ロリブと上フランジ、ウエブ渚接部 ○ O
⑰イ筋‘畑フランジとウエ茄1鮮 ○ O
⑭側徹・ウエブと坐肋エブ151郷 O O
⑲取合髄鵬ll材との1繊ヨ5 ○ ○ ○

』㊦嶺

取構
合
部

⑩燃ガ畑トとウエブ溶接部 ○ O
①猟侃ット ○ O
＠側肋畑トと鰯測照 ○ O
43　　　｛適1κとオこ三1りi［i悶・1毛f3荏合，せを盲f身藷6 O ○

⑥支
　派聖ζ

蘇

44　ソー1レブセート ○ ○ O
殉　支承夕順 ○

緬　支承内部1冒動部 ○

・17　支承アンカーボルト ○ ○

G8、　ソールプレートと主駈渚援部 ○ O
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表一2・3；4　亀裂検査手順

検査手順． 要　　領 備　　考

予
　
　
備
　
　
検
　
　
査

①　　検査部位決定

②　　　検査準備

表一2・3・3により検査部位を事前に

確認，決定する。

検査部位への接近及び部材表面の清

掃（プラシ又はウエスぷき）を行なう。

投光器等を用いて、部材表面を目視

観察する。

汚れ以外の塗膜面の異常を検出す
る。

塗膜面の亀裂，部材又は溶接部の亀裂

塗膜面の錆汁の認められるもの又
は、疑わしいと判断されるヶ所を異

常と判定する。

異常部位及び位置を「検査結果記録

ち一トに」記録する。，

・当該橋梁の維持管理経

　歴，足場条件等を考慮。

・必要に応じ，．拡大鏡，手

　鏡等も使用する。

目視検査

判

（異常なし）

｛
疋
（
有り）

㊥．

詳
　
　
細
　
　
検
　
　
査

詳細検査計画

塗膜厚測定

詳細検査に必要な機器，人員及び日数

等を計画，準備する。

2点調整式電磁膜厚計を用いて塗膜面

に異常のある部位又は疑わしい部位

近傍の塗膜厚を測定する。

膜厚が1mm以下の場合手順⑦，1mmを

超える場合は、原則として手順⑨へ

・必要に応じ，足場の追加

　設置を行なう。

》1、』“’

非破壊検査

移行する。

超音波探傷器により塗膜上より探傷
する。

探傷及び検査条件は表一1。、㌧によ

手順⑦は部材（含溶接

判

（欠陥なし）

｛
疋
（
有り）

　　　　　　　　一る。

周し溶接部近傍以外では必要に応じ

て簡易渦流探傷によっても良い。

部材（含溶接部）に発生している欠陥で

あることを確認し、概略形状を記録
する。（塗膜ハクリ範囲の決定）

塗膜のハクリについては、管理者と

と協議して決定する。

．
　 部）の欠陥の有無を確認

　する目的で行なう。

　欠陥でない場合の塗膜
o
　 の補修は別途とする。

　欠陥内にハクリの残存

　物が入らぬよう注意す

　るとともに、周辺へ飛

塗膜ハクリ

散しないよう処置を施
こす。

一16一



検査手順 要　　領 備　　考

磁粉探傷法により部材の両面につい

」

・部位的に磁粉探傷が適

⑩ 非破壊検査 て表面欠陥の長さ・方向を確認する」

探傷条件は」泌による。

用できない場合は、簡

易渦流探傷法又は染色

⑪ 判 ｛
疋

板厚方向については超音波探傷法に

よる。（特に欠陥が部材の一方の表面

にのみ認められる場合）

欠陥の発生部位，位置及び寸法，形状を

以下要領で「検査結果記録シート

に記録する。
　　　　　　　ρ
（例）　　　　　レ

　　　　　㌧　　　　　v

　浸透探傷法を用いる。

・寸法はmm単位とし、

　小数点以下第1位を切
　り上げる。

　（）内は裏面での測定
〃

N
↓

の
↓

寸法を示す。

乙3

詳
⑫ 検査報告書作成 　　　　　（∠6）

・部材の両面について記録する。

細

　　9
（雌へ） 　　乙1

「「
∠寓’『

：1》7’

“導魅』
　虫’留

検
乙4

査
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検査手順 要　　領 備　　考

予
　
　
備
　
　
検
　
　
査

①．　検査部位決定 表一2・3・3により検査部位を事前に

目視検査

　塗膜そのものの劣化部

　は除外する。

・必要に応じ双眼鏡等を

判

（異常なし）

｛
疋
（
有

り）

確認，決定する。

塗膜の著しい変色部、発錆部及び明

らかに腐食により欠損している部位

を目視により検査する。

堆積しているゴミ等は排除して検査
する。

上記該当部分を異常と判定し、その

部位及び位置を「検査結果記録シー

ト」に記録する。

使用する。

詳
　
　
細
　
　
検
　
　
査

他の損傷検査と合せ立案する。

ハクリ状態の塗膜，．浮き錆等をスク

レーバー又はハンマー打撃等により

除去する。

塗膜変色部はウエスぶき又はサンド

ペーパーがけにより表面のみの異常

か否かを確認する。内部まで異常が

ある場合はスクレーパー等により塗

膜をハクリする。

明らかに母材に腐食が認められる範

囲の長さ、巾，と腐食範囲の概略中心
と近傍格点位置の距離をコンペック

スルールにより計測する。

部材の両面及びウエブで2分されるフ

ランジ面の場合は各々の面又は側に
おいて計測する。

ウェブ

詳細検査計画

　検査準備

　必要に応じ足場の追加

　設置を行なう。

・塗膜表面のみの異常は

「塗膜損傷」と記録
し、腐食より一除外す
るo

腐食範囲測定

（例）

　　　　　　　　　L1

・計測はmm単位とし、1
　の位を切り上げる。

　貫通腐食についてはそ

　の寸法形状、位置をτ

　図要領にて計測する。

L3
乙1

1 ’檎ご」診 乙藍鷺＝IA

3

冠
る，
貫
通
部
　
　
　
　
」

N
ロ
コ

フラγジ

2

（
格
点
）

L2
‘

r■

　1
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詳

細

検

査

検査手順

⑦ 腐食量測定

⑧ 判　定

⑨検査報告書作成

　　ロ
（魑へ）

要　　領

手順⑥で測定した腐食の範囲内で腐
食量（し）を測定する。

腐食量の測定方法は下記に示す2通り

のいづれによっても良いものとす
る。

（1）残存板厚計測

　dノギス，キャリパーゲージ又は超

　　音波板厚計による残存板厚（し0）

　　の計測。

一
献”∴ 凧■　1

■～　9『』■1
’嘱　ド

、

一

顎亘

　　　腐食量tニT－to

　　　　T：健全部板厚
（2）直接腐食量計測

　。ストレッチ及び直尺を用いて計

　　測

直尺

、靴》総輝類机 ．』鱈瀞．．．． ・歪鵜鱈、

ストレ7チ

＼
　
　
一

計測は、約100mmビッチの格子状と

する。

し
100100100”o

8
8

腐食部分について下記項目を「検査

結果記録シrト」に記録する。

（1）腐食範囲，位置

（2）貫通腐食範囲，位置

（3）最大腐食部分の応力直角方向計測

　ライン上の計測値平均

（4）最大腐食量，

一19一

備　　考

計測はmm単位で小数
点以下1位まで読みと

るものとする。

超音波板厚計を用いる

場合は腐食面の凹凸に

より精度が影響される’

ので、取扱説明書を確

認するとともに別の方
法による計坦IIイ直により

キャリブレーションを

行なうのが良い。

直尺の代りにマイクロ

メータを用いた簡易治

具が有効である。

ただし、1ライン上最

が3点は計測する。

鯵



i 王　目に’ る場△の　査匁件

検 査　　手 法

項　　目 目　　視 浸透探傷 磁粉探傷 超音波探傷 簡易渦流探傷
（VT） （PT） （MT） （UT） （ET）

使用慨器 溶剤除去性染色浸 使用装置及ぴ材料 使用装置及ぴ材料 使用装置及ぴ探傷

恨中電灯 透探傷試験探傷剤 。極問式磁気探傷 ・探傷装置 方法

拡大鏡，手鏡 器 超音波探傷装置 ・渦流探傷装置1

。磁粉＝ ・操触子1 被検体健全郎て

湿式黒色醜粉 斜角探触子 0脚整
〔70。， ・欠陥識別：

。接触媒質＝ 指針80％以上

使用機器
グリセリン

〔75紛相当

渦流探傷装置置1

。被検体健全部で

探傷条件 。対比試験片＝

　　RB4－No．1

o誕整
。探傷感度＝

10db

探傷方注 探傷方法 探傷方怯 探傷方法 。欠陥識別＝

。被検体表面への 浸透時問且0分 硫化は極問式で 。一探触子斜角怯 指3t80％以上

接近（～20cm程 現像時問10分 連続法 （70つ

産） ・探傷感度1

・槻頭角度： 圓整後10dbUP

垂直に近くす 。欠陥指示長＝

る， L線カツト

前処理としてブ 、前処理としてグ ・前処理として塗膜 前処埋はウエス拭 ・形状急変部、例え

ラッシング、ウエ ラッシング特に塗 表面の汚れ及ぴ塗 き取り程度ζす ば靖部5“、m程度

ス拭き取りにて表 膜の亀裂部内に停 膜亀裂部の塗膜を る。 の範囲は適用しな

面汚れを簸くす。 留している汚れを 除去する。 ．塗膜の浮きは無い 、、o

照明・手鏡を用い 除去する。 観齋に照明、手鏡 事を前提とする。 ・健全部における装

被検面の明るさ、 ・相対湿度が高い時 を用いる。 塗脹の凹凸は無く 翫の0胴整は溶接

姐京角度及び距離 期（梅雨時等）は局 する． ピードの被検査止

を碓保する。 部加熱を実施する 対比9鵡寅片には被 端部笹に実施す

必要に応じ、拡大 等乾燥処理をす 検体と同一の塗膜 る．

検査条件 鏡を用いる。 る。

被検体表面温度が

施行が望ましい。

（塗膜施行の対比

ブローブの保時は

ホルダー等を用

15℃を下廻らな 9鵡東片を使用した い、一定の配置と

い時期を選定す 場合には探傷感度 する，

る。U5℃以下の を規定通りとす

場合は確認試験を る｝

要す）

一20一



2。4 検査結果
検査結果記入シートに舗蜘朧継締入したものを示す・

検
出

⑲損傷名　　　裂

⑳損傷N・．101－1’一

シートNo． 維持管理

　　検査結果記録シート

（作成年月日l

H3年　月　日

⊂作成者⊃

QOエi。it一・i・il

項　　目 内　　容 ⑦一般図
①播梁名 △△橋

G2
G3
G4
G5
G6

§↑G！口響囚回囹国回回

00ち

②橘形式 搬嘩繍τ

③管理者 ○○地琵
一
　
般
　
事
　
項

事　’
④設置時期 5．O辱O貝

⑤供用年数 OO
⑤騒斬点強

検査崎期 5．OO日
四‘軸職し、部位表示のたあに、楡晦，為点甑ε任瓢すrナ

一
項
　
　
目 ④予備検査 ⑧詳細検査 備　　考

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊥・無 ㊨・無． ・O印畳符す．

⑨検査時期 日OO用QQQ ト1．QOO一いQOQ ・以降有の岨合

⑪検査範囲 砲～砺回格点、・ 碕z［…］格点， ・一般図の～o．で示

⑪検査部位 E E－3ぢ ・郎位一己述

⑫対象数 8 ’ ・櫃査範圃内数皿

⑬塗膜有無 ．㊨解・クリ施　　　　》 有・無｛ハ刎茄繍1・り1廟車

検
査
方
法

⑭方法 目　宇 τ・u↑．． ・目視，阿Dl他

⑮条件

日手見1㌻て塗膜上の群

（亀製銘）〒ジり

・恥裡ヒし捲“麺の馴加
雛群確膜を酷しち．（■T）

・郷訣岬凸愈く晦UT）
・探伽条件他

⑯検査者 ○○
⑰検査結果 昊凸あ巳 L回ド亀裂あ1，

⑱損傷位置 自『z回椿点， ｛下欄のに図示する1
・一般図中No．を川

いて　』・

＠詳細検査

結　　果

亀裂μ～0
主柵上フランヅ

⊂喪面択況，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　“断面状沢｝

　　　　亀裂丈5写0　　　　　　主桁上フランジ

主桁ウエブ

主ll7ウエブ
，垂直補剛伊プ 蜜 （480

垂直補剛ソプ

㌔響葡

　　　　　亀裂は先端部を除き
　　　　　貫通している．

分配横描ウエブ
　　　　　（母材厚t士9．Om皿）
｛部位、位償、損侶の擢度駈図及σ数値により員体的に量己ε畢する》

分配横lii上フランジ

分配横1行上フランジ

＠特記事項

　｛膿査状況、眠伽状況又は逡加腺査の要否、その要帳など霞記述する》

探ミα5飼飢程鮎アンタ功叶刎．
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検 ⑲損傷名　　亀裂

出⑩1賄N・．101－Z

シートNo． 維持管理

　　検査結果記録シート

⊂作成年月日⊃

H3年　月　日

｛作成者l

QOIi凶一〇1・i

項　　目 内　　容 ⑦一般図

一
　
般
事
項

Φ橋梁名 △△橋
G～

G3・

G4
G，5

G6

§↑G1田回固囚固囹国騨

．叫

②橘形式 鞭瓠鋲桁
o管理者 ○○噸乙
④設置時朋 50舛○貝

⑤供用年数 OO年・
⑤皿断点楓

1憂査時期 ≦，○再O
鱒｛軸盗し、鄙位長示の　、鯛轟前壱任撫

項　　目 ④予備検査 ⑧詳細検査 備　　考

検
査
結
果

⑧検査有無 ㊨・無 ㊨・無 ・O印董椅す。

⑨検査時期 甘QQOン“OQQ HQQQ訂HOQQ
・以降有の場合

⑩検査馳囲 1～，も□回格寂， ξ　巨］裕鉱 ・一般図のNo。で示

⑪検査部位 B．F F－　o ・聞位肥述

⑫対象数 に 置 ・強査範圃内駄量

⑬塗膜有無 ㊦側ハクリ方翫　　　》 有・血｛ハクリ描．塗畑、7櫓，

検
査
方
法

⑭方法 目　ネ 阿丁“T『 ・目視，”D馳

⑮条件

日現監撃惨Lり騨
1亀竪。銘）↑エリ

処撮uて冒・　面の3弓嶋ザ
1課却のミ錦i鵬気（飢岡丁）

噛液の凹凸繰く嫉。四丁）
・探侮条件他

⑯検査者 ○ ○○
⑰検査結果 畏齢あ1， 釦団卜翻お
⑱損傷位置 1　□梧乾 仔贈りに断、する》

・一般図中No．畳用
い　　　嘔

④詳細検査

結　　果

‘舳状測　㌍、o．5剛納の　　　面鰍祝，

　　　マ｝9功ット副　　蝦

ウエ7

　　　　　　ウエ魚〔画鍬1・

30一）

噂

　　　鳥贈ウう面
ガセ7ト

　　　03

　　浄
　　，0（tら）　．

一の　　　“ン3

　　㌧兆．　　　　　亀裂は先端部を除き

　　　　　　貫通している．
　　　　　　（母材厚t＝9．0”）
1凹位、位齪、禍傭の縄度費図及σ顕儲によりA鉢的に記鎌する1

⑳特記事項

｛憤査状祝、娯伽状祝又‘2綿加横査の要否、その要帳など壷記遙する，

一22一



検
出

⑲1臨名　　亀懇
⑳損傷No． 工ρ’一5

シートNo．
維持管理

　　検査結果記録シート

⊂作成年月日⊃

H3年　月　日

｛作戒者》

QO云。i’一〃i邸

項　　目 内　　容 ＠一般図

一
般
事
　
♂
項

Φ括梁名 △△繍

G2
G3
G4
G5－’

G6

蒼↑G1団回固囚關田回

璽

②猛形式 》倣跡
③管理者 OO厩
④設置時期 δO耳09

⑤俄用年数 ○○芽
⑤蹴新点1夷

帳査開期 sOOR
鱒｛，齢と↓、部位衰示のために、　　融

㌧脚・』舗甑旅意に梼す

項　　目 ④予備検査 ，⑧詳細検査一 備　　考

検
査
　
結
　
果

⑧横査有無 ㊨・無 ㊨・無・ ・O印描す，

⑨検査時期 “3．O．0～H．5．O．O H，3．○，0ん一．3．O．0 ・以降有の鴫含

⑩検査範囲 命＾’G6［コ西回 6回一囚
・一般図の阿o．で示

⑪検査部位 A一尋～”（＊部剛實回聯 ，．〃』る ・邸位la述

⑫対象数 8 ！ ・横変範囲内数皿

⑬塗臓有無 ⑤・解・クリ方法　　　　》 有⑱ハクリ方瘤　’切獅

検
査
方
法

⑭方法 目　椥 ．U工、肖丁　’ ・印毘，制Ol‘山

⑮条件
自物μ伽レ丙聯
晩駄鮪フイ倒ブ 一塗唱軍の凹凸羅ムし仁・

・塗脇）乞灯払・顧、庚
砂しト． ・探侮条件他

⑯検査者 O　O ○　○
⑰検査結果 夏弟あ・ 南回一14，く・毬あ1，』

⑪損傷位置 G6匿］へ囚 ｛下暇りに図示ナ司 ・一般図中Nαを川
い　　　響

④群細検査

結　　果

⊂頸面状茂，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　価面状況，

　　　　　　　主桁上フランリ
透防凌ンシンツ

亀闘 ウニブ

摺倭軸に融って

’の恥裂

　　ウユブ
　燕㌍磁触々 剛

町疑　　　　ウニブ

亟直繍剛オ

榔位．位齪．孤侮の服償藍図及び黙“によりA体的に肥繰する，

　　　　　　水平緬剛膣
　　　　　唖
調の深紺琳3簡⊂醐餌い9慨圃》　　　1　1

⑳1寺記事1頁

1腰査状覗、旛侮状況又15追加襖査の覆否．その要柳など慮肥述する》　　．
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検 ⑲1員傷名　　　雇

出⑳損傷N・．エ・1脅

シートNo． 雑持管理

　　検査結果記録シート

｛作成年月日》

H3年　月　日

1作成者，

QOエloi1一〃1〃i

項　　目 内　　容 ⑦一般図
Φ僑梁名 △△橘

G2
G5！．

G4
G5
G6

§IG1甲回四固囹田回甲

00ち

②橋形式 ’毒嘱’鋤f
一
　
般 ③管理者 OO雌

④設置時期 εO耳O目事　9

・項 ⑤供用年数 OO年
⑤皿斬点横

櫃査時期 50キO貝・
卿｛。禽識己．郎‘立盛示のために、桁晦，昌輪を任熟すrマ．

一
項
　
　
目 ④予備検査 ⑧詳細検査’ 備　　考

．
検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊨・無 ㊨、・無 ・O印盲締す．

⑨検査時期 H．3．0、0～H．3，0．0 H．3．QO■H．3．0．Q ・以陽有の場合

⑩検査範囲 1＿　□回 □
・一雌図の閥o、でη

⑪検査部位 A一チ～67レト薇靴℃ ，一7 ・郎位5己述

⑫対象致 ノZ ！ ・1貧査範四内数冠

⑬塗膜有無 ㊦・尉ハクリ施　　　　》 有⑱ハクリ方耀封1・ワ欄，

検
査
方
法

⑭方法 冒　狽｝ ，図丁．uτ』 ・目置毘，”Dl他

⑮条件
働ヒ癩季レ聯．
｛鰍繍）千向7

’
，
哩

臨脅乞必い象噺唯じL卜．

’親癒K脚日、手吻襯唾，
・御も凹凸4駅し彩． ・探傭条件他

⑯検査者

⑰検査結果 乗彰わウ αチロ｝、　勉飼

⑱1員傷位置 チロ ｛下朔⑪に図示する，、
・一一窒図中No．斜0

い　　　5

④詳細検査

結　　果

脚板

｛衰面状険》　　　　　　　　　　　　　　　　　　　画面状況，

　∫脚糊；穿コ軌5翁犠棚の
7レし。，F3

亀裂・’一1仙飼

下7ろンレ『

胴ロ㍗ト　　ゼ、ド“止獅～

　　　餐皇

下フ，ンジ　　　　　ノ　　　亀裂』一”萌

　　　　gJ　　　　，
　　　　』
　　　　ソールプレート

1凹位。位璽、m傷の腰度壷図及び欺値によりA陸的に記鳳する，

⑰特記事項

　　1捜査状混」轟伽状現又口追加検査の巽否、その醍紙など駈記述する，

可望幻女舜くの梅貧を低下ガ《言恩められる，
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検
出

⑲醐名　亀毅
⑳1員傷No．■Ol－5

シートNo． 維持管理

　　　検査結果記録シート

1作成年月日⊃

H3年　月　日

｛作成者1

001ioll－oi蒔

項　　．目 内　　容 ①一般図

一
　
般
　
事
　
項

⑪橋梁名 §岬回四回回国回甲

00ろ

②僑形式

③管理者 ○○地糞
G2　’

④設置時期 ≦0舛OR

G3
G4
G5
G6⑤供用年数 」⊇Ω生＿’

瓢．v　　　　　　　　　　　　　　　　　　F、》
⑥品斬点1夷

臓査瞬期 5C痔OR
、蝉｛一繭とし。幽示の猷．1酬獅を1壬幽すrラ

’項　　目 ④予備検査 ⑧詳細検査 備　　考

検
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊥・無 ㊨’・無 ・O印ε袴す．

⑨横査時期 “．OQQ一目．QO ”QQO－HQOO
・以降打の唱含

⑩検査範囲 6ノ～φ6’□回． 43．チロ回
・一般図のNo．で示

」一⑪検査部位 乙，　0 ご一zよ，　o－30 ・訓血記述

⑫対象数 チO　． ！6 ・検盗範飢内駄駄

⑬塗順有焦 ⑤無⊂ハクリカ法　　　》 有⑧・クり糀紳hσ噸⊃

検
査
方
法

⑭方法 目視， 楓
・印見，NDl他’

⑮条件

臼祖1｝マ執七り騨
（亀裂，鯖）ヤ・つ

轍酬憾緬6馴舩醒靹郵鮎階しk ・傑佃条件他

　　一

⑯検査者 ○ ○○
⑰検査結果 昊　去 紡43　　回吃韓あ・
⑲損傷位置 々ヱφチロ回 1下醐如に図示する》

・一般図中四〇．を川

いてL＿＿

⑳詳細横査

　結　　果　．

｛晒状況1　　　　　　　　　’輝状況，

（
総

1［』
3

◎〆』

　塁 r…＝ニコ⊇1

3

　　　　し　　　　』

　　　　　　　　　　’1一亀

一 曹一

、一亀裂2－7個1

ψ3　　　　　　　　　　　　　　　　卯
　　　　｛部位、位臼．旧侶の1讐皮董図触σ黙仙により訊藤的に配腿する1

3

⑫特記瑠項

　　“a査状況、1則U状混又1』追川貧査の蟹否、その巽頴などε記述する1

如利徊厳承っ姫斯靭
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検
出

⑩撮傷名　箆裂
⑳損傷内・．IDl－6

シ学卜No． 維持管理

　　検査結果記録シート

1作成年月日l

H3年　月　日

｛作成者1

00
項　　目 内　　容 ①’一般図

一
　
般
　
事
　
項

Φ僑梁名 △△橋

o〔）ら

②僑形式

§IGll田回固囚国回国囲
　G2

Gレ管理者 OO地注・
④設置時期

⑤供用年数 OO

　G3
　G4
　G5
　G6
、

⑤晶新点1貧

餓資崎期 5．　O
F鞭。

鋤瓶｛軸縮図とし1瓢位畿示のために、桁四〇緒嶽No．を任愚に絢す，→
項　　目 ④予備検査　’ ⑧詳細検査 備　　考

検
　
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ’㊨・無 ㊨・無・ ・0印斜毎す．

⑨検査時期 旺，　　　～“．Q　Q H．QOO一“．Q
・以降有の曝合

⑪検査範圃 ξ！～邸回～回 ケん扉．∫一妬回 ・一般圓の～o．で示

⑪検査部位 8 、8一ノ8

　　，
・訓直記述

⑫対敢数 3、㌻ z』 ・臓査範餌内融皿1

⑪塗1莫有無 ⑤蝋ハクり方法　　　　》 有⑤！・グリ茄轡Il￥γ噺》

　⑭方法検 ・目視 図　uT　．． ・目硬，～D5他

査
方
　
⑮
条
件
法

日視齪翻鮎幌藍・
（纏舗）〒＝η

・申屈ヒし・獅緬り琳麗

．難灘欝’ ・傑侮条件他

⑬検査者 ○○
⑰検査詰果 巽　畜 ξノ囹る 裏あ亀1，

⑬掴傷位置 4ノーψz．卵磁6固 ｛下剛レに図示する》
・一椴図ll咽o．を川

いて姫＿＿＿

④詳網横査

結　　梁

亀裂セ94b

1殿面状況1　　　　　　　　　　　　　価面伏況1

　な
分配横而

圭桁ウニブ

　　主而下フランジ

榔位・位臥1購の1鞭脳触び＝象“‘姑1爪伶的に研｝す切

留にコ！㌣鋸耳篶
　袴．穰
　　　n／　（）内‘すりう面∈

　0脚幽魑『　　承す
　　⊥↓

　　30

⑰舗記耶1頁

1検査状況．横m状況又は追加臓査の婆否、その巽閉などを記逃する1
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検 ⑲損傷名　　亀架
山⑳損傷N・．101－r

シートNo． 維持管理

　　検査結果記録シート

｛作成年月日l

l｛3年　月　日

｛作成者》

OO工i蘭一〇ioiマ

項　　目 内　　容 ⑦一般図

一
般
事
項

G）僑梁名

G2
G3
G4・
G5
G6

§IG1□回固囚5囹回回回

00ち

②橋形式

③管理者 OO地建
④設置崎期

⑤供用年数 ○○
⑤品額点襖

横査瞬期 50与OR
鋤⊂論とし．聞‘立轟示のために．1隅醸‘鵡4すrラ

一

項　　目 ④予備検査　’ ⑥詳細検査 備　　考

検
査
　
結
　
果

⑧検査有無 ㊥・1魚 無 ・O印を符す．．

．⑨検査時期 “．QQO～“．QOO “，，○一“．QQO
・以降寳の曝合

⑬挨査範四 6ノ～6［i］ル回［ φ／．6国
・一般図の～o．で示

⑪検査部位 0　0．石 る一ヌチ ・瓢位記述　　、

⑫対藻数　． グデ z ・膝7匠範囲内数鼠

⑬塗膜有無 ㊧蜘ハクリ描　　　　， 病⑤ハクリ描鞠曙神

検
査
方
法

⑭方法 目視 図，一U．丁二『 ・目組，ND馳

⑮条件
甑R騨上の蝉．
（鍛舗）〒・”

・噺睡ヒt・製・膜哀面の騨伏・

亀糖禽額蟷乞u期丁、
・塗順向凹凸轡∫峨（UT）

・探偲条件他

⑯強査者 ○○ ○○
⑰検査結果 実島あ’ 卵一固，二鯉勲

⑬1剛高位置 砿φ6回 ｛下醐⑳に図示する1
・一般図rl咽o．をJII

いて　◎

④榊喉査0

　　　　・ア夢Lカシル・
．　　．　　　　　　　」ら1

　　｛顧徽混》　　　　　　　　　　’価面状況1

　圭“i上フランリ　　　　　ー　　　　　．，

ε3f

尋吉・果

　■　一臼　‘Ω・も望

　　　9亀裂

　　　一　ノ．遡幽L／i（0

⑩
分
配
眠
i
l
i ウエブ

の

側立・1岬・川脇の1蹴幽及び猟1こよ’凧1槽に肥粥’司

！魏
　＼　　・

　．r覇↓
　　　　　〃z

⑳唖吉記恥項

く臓査状逗．横伽状祝又13追加横賓の巽否．その要訓など壷記述する，　、．
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2．5　検査結果の全体まとめ

検査結果全体を図二」鍾Lユに示し、 各変状の模式図を図二一」に示す・

　　橋脚中心間距離　40000
16 500

倶場“ノ，

80

4 0 15 600 4 0
2 7300 1 000 730 00

0 25
アスファルト厚

RC床版厚 210

損傷⑥

一
〇

傷②

　　1

G）

00

⑭
⑱
、
V ，

　　　　1

5＠2goo＝145qo．

⑭ ㊥

1

損傷①，

510 桁 長　39900
3 0 支 間

、
39 300 30’

可動

50

固定

ooo
一

損傷④

　　　　　　　　　　　　　　慣場回，ω

抵傷②　　　　　　　　　　　損傷①

一　　　　冒 『　　　一

ノ
、
、

1／、
Gl

G2

㊥
G
4

，
㊥
⑯

、
，

一 －　　　一

、
、

♂

！

一　　一

、

ρ’

＼ を一・
　　、マ ＼

㌧　　、

3762

　　　　、、’

対傾構聞隔，7＠4913＝34387 3
1150　　　　　　　　40000

椙傷②

損傷⑥，⑦

損傷③

損傷⑤

事例1：想定する変状項目

1．局部的疲労損傷

　　①主桁と分配横桁の交差部に生じた亀裂

　　②主桁の腹板ガセット溶撞部の亀裂

　　③水平補剛材端部（腹板と水平補剛材の溶接部）

　　④ソールプレート端部に生じた亀裂

　　⑤端対傾構のガセットの亀裂

　　⑥分配横桁切欠き部に生じた亀裂

　　⑦横桁を連結した皿直補剛材接合部に生じた亀裂

一（変状の発見された箇所）
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①主桁と分配横桁の交差部に生じた亀裂

∴

垂直補剛）1’と腹板の垂直補剛）1’と腹板の溶接部の亀裂

① 主桁上フランジ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ψ

①亀裂1＝50
　　　　　　　　　主桁上フランジ．

＼　　主駈了ウエブ

＼

垂直襯1リブ

主桁ウエブ
垂直補剛リブ

　’

分配横桁上フランジ

分配脳ウ三ブ

分配横桁上フランジ

①亀裂1＝50

亀裂は先端部を除き

貫通している。

（母材厚t＝9．0皿皿）

図一2．5．2　変状①詳細
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②主桁の腹板ガセット溶接部の亀裂

横構取付けガセフトの亀裂

●●

　　　　　　　　　　　　　亀裂
　　　　　　ウエブ　　　　　　　ー　　　　　　　　　　　　　　　　＼

　　　②亀裂し．1．　　毒

　　　　3山、

　　　　　　　　　　　　亀裂は先端部を除き
　下横構
　　　　　　　　　　　　貫通している。
　　　　　　　　　　　　（母材厚t＝9．0皿㎡）

桁端部の横構取付けガセットプレートの疲労損協

　図一2．5．3　変状②詳細

陶の　　フ　　ンジ
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③水平補剛材端部（腹板と水平補剛材の溶接部）

！

水平補剛材と腹板の溶接部

亀裂 ウェブ

水平補剛材 水平補剛材

百1剛材

ウェブ

次聖赫母陶

＄拠）シンシ

　　　溶接線に沿って
　　’の恥裂　　　　　　　　　　ウェブ

　　　　　吠聖伽傷

垂直補岡1鮭オ

一2．

主桁上フランジ

③亀裂， ウェブ

水平補 水平補剛材

麺補剛材

　　　　　　　亀裂の深さは最大3mm（母材板厚t＝9mm）

5。4　変状3詳勇
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④ソールプレート端部に生じた亀裂

下フランジ

　　　　　一　／
　　　ソー辺レフ。レート

〆　端垂直補鋼材

　9

舜

’＼

亀裂

腹板

　ビ．◎亀裂2

下フランジ
　　　　『

　　，『

　！’～
、　・◎亀裂

！
！

ソールブレート

ビード止端から・

発生

2匙100皿皿

2禺70mm

図一2．5．5　変状④詳細
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⑤端対傾構のガセットの亀裂

！

［」

o貯

o旺・
陰

1
8

r　一一一「
　　　　　　　，

1 0
0
0

Ol

竜

L　　　　　　l

o

一

O
O

一

「

O
o
O

o
口 0

　　一
｝⑤亀裂 £ 5 70皿m

図二2．5．6 変状⑤詳細
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⑥分配横桁切欠き部に生じた亀裂

分配横桁端部の亀

’分配横桁ウェブ ⑥亀裂

分配横桁下フランジ

⑥亀裂（旦一

分配横桁

主桁ウェブ

主桁下フランジ

亀裂はビード止端と
ウェブ切欠きコサーとの

接点からスタ尋している。

図一2．5．7　変状⑥詳細
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⑦横桁を連結した垂直補剛材接合部に生じた亀裂

’

｛
　
　
　
　
　
　
垂 直補剛材と腹板の溶接部の亀裂

蜘上フランシ
ψ

亀裂　　　　，’

＝70mm ⑩

垂直補剛材 ⑩

分配横桁ウエブ

水平補剛材

⑩

⑩

主桁上フランジ

図一2．

主桁ウエブ

垂直補剛材

130 亀裂

分配横桁ウエブ

　　　　隅肉溶接

分配横桁上フランジ

　　　　　　　亀裂の深さは最大5皿皿（母材板厚t＝9ロの

5．8　変状⑦詳細
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2．6　　検査時の足場

　検査に先立ち、安全対策、環境対策を考慮して検査時の足場を設置する。

足場の条件は、下記の通りである。

　1）　市街培は、検査作業時工具の落下防止、粉塵、、油、塗料等の飛散防止

　　対策を考え全面板張り防護足場とするみ

　2）　郊外は、ネットを張り検査通路足場を設ける。

30
50

橋脚中心問距離40000
50
00

桁　　　　　長39900
支　　　　　問　39300

　　　　　　　　　　　　一
粋組み足場

45
16500

6015600
20 7300 7300 00

0　　　　　　　1 0　　　　　　　　2 アスフアルト　T＝』80

RC床板丁＝210

足場チエーン

o
o

／ ノ ＼

足場板

5－2900＝14500 ころぱし・足場パイプ1本貰900
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3）　足場工歩掛り

　①調査足場工歩掛

　　　　　　　　　　q
　　　　　　　Q＝一　（㎡／日）

　　　　　　　　　　y

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．06
　　　　N≦5000　　　y＝0．18－
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5000

　　　　5000＜N≦15000　　y＝0．12

　　　　　　　　　　　　　　　　Q＝75

　　　　ただし　N＝施工面積　　（㎡）

　　　　　　　　　　　　　　　歩0．3
　　　　　　　　　　　　　　　掛
　　　　　　　　　　　　　　　（　0．2
　　　　　　　　　　　　　　　y
　　　　　　　　　　　　　　　）　0．1

N（人／㎡）

iOOO　　　5000　　　　10000　　　　15000

　施工量　（N）

②施工日数

　　上記より求める。

　　N＝720㎡

　　　　　　　　　　　0，06
　　　　y＝0．18一・　　　　　×　720＝0．171
　　　　　　　　　　　5000

　　施工日数（組立、解体）

　　　　　　　　9
　　　　Q＝　　　　　　　＝　53（㎡／日）
　　　　　　　0．171

　　　　　720
　　故に　　　　　＝　14日　（組立8日、解体6日〉

　　　　　53

　　編成人員
　　　　世話役　　　1人
　　　　橋梁特殊工　　　5人
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4）　飯桁橋足場工数量表

A＝18．0×40．0＝720㎡

全　　面　　足　　場 単位 1橋当り数量 1㎡当り数量 足場タイブ組合せ

足　場　バ　イ　ブ m 2，801 4．53

全面足場＋手摺

ク　　ラ　　ン　　ブ 個 1，462 2．53

足　　　場　　　板 ㎡ 922 1．33

足場チェーン（5m） 本 497 0．69

安　全　ネ　ッ　ト ㎡ 950 1．32

防　災　シ　ー　ト 〃 950 1．32

足　場　板　止　め 箇所 2，009 2．95

1㎡当り重量38．6kg／㎡

（注）　　手摺，2段足場を使用するときは下表の項目を加算する。

足場タイブ組合せ表（1㎡当り）

工　　　種 足場タイブ 足場パイブ

　　　m
クランブ
　　　個

足　場　板
　　　㎡

足場チェーン

　　　本
安全ネット
　　　　㎡

防災シート

　　　㎡

調査用足場

2．9m＜2≦4．8m

全面足場A
作業足場　B

3．89
0．57

2．03
0．16

1．28

0．37

（5m）

　　　0．69
1．32
1．30

1．32

一

手　　摺　C 0．64 0．50 0．05 一 一 一

2段足場　D 0．77 0．44 0．17

（3m）

　　　0．18 一 一

計
5．30
1．98

2．97
1．10

　　　1．501
　
　
　
0 ．59

（5m）　0．69
（3m）　0．18

1．32
1．30

1．32

一

工　　　種 足場タイブ 足場板止め
　　　箇所

重　　　量
　　kg／㎡

調査用足場

2．9m＜2≦4．8m

全面足場A
作業足場　B

2．79
0．82

38．6
20．5

手　　摺　C 0．16 3．0・

2段足場　D 0．37 5．9

計 3．32
47．5
29．4

（注）　　上段をA＋C＋D
　　　下段をB＋C＋Dとする。
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5）欄潮工辮表’

乎摺

　　　　　　　F．一A

籔つたぎ金八

1

一
o
o
O
D
喝
l
l
o
o
）
◎
｝

、
＼

￥
　
　
＼

階段

1

i＿＿一L＿」 回

V＝12．6×1．2×6，8＝102．8空”～

一
枠
　 組　足　場 単位 1個川当り数処 1空”～当り数量 厘位重皿（標準値）

　　　　　　｝　一　F
手　　　摺　　　柱 木 10

』　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一『　一

　　　〇．097 　2．7　kg／木

手　　　　　　　　摺 木 20 0，195 2．2　　〃

建’　　　　称 枚 52 0，511 156kg／枚

筋　　　　　　違 組 56 0545 4．2kg／組

布枠（簡易枠） 枚 20 0，195 152kg／枚
ジ　ャ　ッ　キペー　ス． 個 16 α156 57．kg／個・

壁つ　丘　ぎ金　具 〃 ．10 0，097 1，9kg／木

階　　段　　．枠 枚 4 0，059 56．2kg／枚

鋼製布板　（踏板） ” 14 α156 1Z6　　〃
階段手摺（足場パイブプ

”星 ．25 0，245 2．65kg／”し

根がらみ（足身｛イブ）
〃 25 0，245 2．65　〃

防　災　シ　ー　　ト ”～ 84 0，817 a40、3kg／”～

左’ま　し　鉄　　線 躍 2 0019 α0651’kg／肌

敷板（へ足場板　） 胃～ Z68 0，075 1a75kg／3，11

グ　リーンネ　ッ　ト ”11 127 1．24 0．16　〃

，連　・結　　ピ　　ン 個 一　48
互
．
　 0．4。．67 0．52kg／個

ア　ー　ム　ロ　ツ　ク 〃 48。 0，467 U45　μ

ホールイ　ン7ンカー 木 1　0 0．09　7 UO5kg／木

．壇㎡当睡liいa7k9／雪獄
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